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全 24セッション

INTEX大阪
7月17日(木),18日(金),19日(土)

チ
ェ
ア
・
モ
デ
レ
ー
タ

Hans-Horst 
Konkolewsky

President
(FiORP)

Tommi
Alanko
Director
(FIOH)

Malcolm 
Staves

Vice President
（L'Oréal）

Steve 
Conway
Director
（MSABC）

Ada Fung
Chairlady
(OSHC)

Kelly 
Nicoll

President 
(IOSH)

Christian 
Felten

Managing 
Director
(BASI)

Ockert 
Dupper
Manager

(ILO)

Sigrid Roth
Secretary 
General
（ISSA)

Nancy Wilk
President
(IOHA)

Cindy Chow
Chairlady
(OSHC)

Kelly Nicoll
President 
(IOSH)

Stine 
Moesmand

Department Head
(Human House)

Azlan Darus
Head of Medical

(Perkeso)

Andrea 
Weimar

Secretary 
General
(ISSA)

Jennifer 
Papantuono
Adviser
(ISSA)

Roberto 
Hermosilla

Manager
(Progreso)

Helmut 
Ehnes
President
(ISSA)

Björn Kähler
Secretary 
General
(ISSA)

Alison van 
Keulen

Manager
(IOSH)

Nadja 
Schilling
Secretary 
General
(ISSA)

Helmuth 
Obilcnik

CEO and Owner
（BIT Consulting）

Seong-Kyu 
Kang

President
(ICOH)

Diana 
Gagliardi
Secretary 
General
(ICOH)

Mathias 
Neuser,

Chairman 
BG BAU 

Walter Sailer
Chairman 
BAU, 
Germany

Coming 
soon

Wayne 
Arondous

CEO
(MSABC)

Sarah
Albon
(HSE)

Richard 
Jeffers
(HSE)

Kathy 
Seabrook

CEO
（Global Solutions）



Chair/Moderator Organizer
Hans-Horst Konkolewsky
President
International ORP Foundation (FiORP)

14:00 - 14:05  Welcome and introduction
Hans-Horst Konkolewsky
President
International ORP Foundation (FiORP)

14:05 - 14:25  From Strategy to Experimentation: Leveraging Digitalization for Safety, Health, and Wellbeing                    
Andresa Hernandes
Vice President Safety at Siemens AG
SIEMENS

14:25 - 14:45  Digitization and Technological Solutions to Improve Safety and Well-being in the Work Environment – Hong Kong’s Experience      
Winson Yeung
Principal Consultant
Occupational Safety and Health Council (OSHC)

14:45 - 15:05  Digital Technology to improve HSW in global strategic infrastructure projects
Juan Manuel Cruz Palacios
Head of Industrial Relations and Labor Law
Acciona

15:05 - 15:25  
Oscar García
Principal Consultant, Bosch Software and Digital Solutions
Bosch Group

15:25 - 15:30  Closing
Hans-Horst Konkolewsky
President
International ORP Foundation (FiORP)

Digital Transition of Prevention
安全活動のデジタル移行

7月17日（木）14:00-15:30
INTEX大阪 ６号館B GISHWメインステージ

概要
デジタル化は、テクノロジーを活用して、より柔軟で課題先取りの職場環
境を実現することで、安全、健康、ウェルビーイングを大きく向上させる可
能性を秘めています。ウェアラブルデバイス、IoTセンサー、モバイル健康
アプリなどのデジタルツールを導入することで、組織は従業員の健康と安
全をリアルタイムで監視でき、潜在的な危険や健康問題を早期に発見
することが可能になります。

また、デジタルプラットフォームは、コミュニケーションやトレーニングの質を
向上させ、従業員が安全手順や利用可能な健康リソースについて十分
な情報を得られるようにします。さらに、データ分析やAIを活用することで、
傾向や改善点を特定し、より効果的なリスク管理戦略を構築することが
できます。デジタル施策を通じて予防文化を育むことで、従業員のエン
ゲージメントを高め、欠勤を減らし、より健全なワークライフバランスを促
進できます。

全体として、職場にデジタルソリューションを統合することは、安全規制の
遵守を支援するだけでなく、より強靭で活気ある組織文化の形成にも
貢献します。セッションではこのテーマの導入に続き、各業界の上級SHE
（安全・健康・環境）マネージャーが、デジタル化による予防の課題と
機会について、実際のビジネス事例を交えて発表します。



Effective Strategies for Implementing Vision Zero in Workplaces
 職場におけるVision Zero実現のための効果的な戦略

Chair/Moderator Organizer
Tommi Alanko
Director of Occupational Safety Unit
Finnish Institute of Occupational Health (FIOH)

概要
Vision Zeroは、職場の安全、健康、ウェルビーイ

ングを向上させるための強力な戦略です。フィンランド
のVision Zeroフォーラムは20年以上にわたり活動し
ており、メンバーは職場でさまざまなベストプラクティスを
実践しています。このセッションでは、異なる職場や関
係者が直面した課題と、それに対する実践的なアプ
ローチを紹介します。
  講演者は、建設現場における労働衛生と安全の統
合、外国人労働者への安全配慮、実践的なポジティ
ブアプローチの活用などのテーマを取り上げます。HSE
リーダーたちが、自らの戦略と、それによって得られた職
場コミュニティや企業への成果を共有します。
  セッションでは講演に続き、パネルディスカッションを行
い、Vision Zeroの目標達成と普及のためのベストプ
ラクティスを深く掘り下げます。

7月17日（木）15:30-17:00
INTEX大阪 ６号館B GISHWメインステージ

15:30 - 15:35  Opening and introduction of the topic

Tommi Alanko
Director of Occupational Safety Unit
Finnish Institute of Occupational Health (FIOH)

15:35 - 15:45  Finnish Vision Zero Forum’s practical 
strategies for reaching workplaces

Tiina-Mari Monni
Development Manager
Finnish Institute of Occupational Health (FIOH)

15:45 - 15:55  Engaging workforce into caring culture -
vision zero starts from the first impression!

Antti Leino
Vice President, HSE
BU Skanska

15:55 - 16:05  From blame to learning - creating a 
collaborative culture

Mikko Välimaa
Vice President HSE and Crisis Management
Konecranes

A serious accident changed the safety culture - An example case 
from a construction site

Timo Pinomäki
Director, Risk Management
GRK Infra

16:15 - 16:25  A unique Finnish tradition of collaboration 
promoting Vision Zero in occupational safety
労働安全におけるVision Zeroを推進するフィンランド独自の協働文化

Timo Koskinen
Managing Director
The Centre for Occupational Safety

16:25 - 16:55  Panel discussion: Best practices for implementing 
Vision Zero at workplaces

16:55 - 17:00  Closing remarks

Tommi Alanko
Director of Occupational Safety Unit
Finnish Institute of Occupational Health (FIOH)



概要
  カナダの労働市場は危機に瀕しており、多くの雇用主が熟練した従業員の慢性的な不足、生産性の
低下、職場のストレスや燃え尽き症候群による精神的健康の請求の増加に直面しています。これらの
課題をうまく乗り越えている組織において、感情的知性のリーダーシップが重要な要素として浮上してい
ます。
  感情的知性は職場のダイナミクスを形成し、組織のパフォーマンスや従業員の精神的健康とエンゲー
ジメントに影響を与える重要な要素となっています。このディスカッションでは、感情的知性のリーダーシッ
プがどのように健康で生産的な職場環境を育むかを検討し、カナダの組織内の主要なトレンドと課題を
強調します。この重要なセッションでは、パネリストが研究に基づいた洞察と実践的な戦略を提供し、感
情的知性をリーダーシップの実践に統合して職場のウェルビーイングを向上させる方法を探ります。

1. リーダーシップにおける感情的知性の役割を検討する：組織のリーダーの感情的知性が職場文化、
従業員のエンゲージメント、全体的なウェルビーイングにどのように影響するかを探ります。

2. カナダ特有のトレンドと課題を強調する：感情的知性のリーダーシップを育むカナダの職場における
主要なトレンド、課題、機会を特定します。

3. 研究に基づいた洞察を提供する：感情的知性のリーダーシップが組織のパフォーマンスと従業員の
精神的健康に与える具体的な影響を示す証拠に基づいた洞察と事例を提供します。

4. 実践的な戦略を共有する：参加者に感情的知性をリーダーシップの実践に統合するための実践
的な戦略とツールを提供し、チームのダイナミクスと職場のウェルビーイングを向上させます。

5. ディスカッションと思想的リーダーシップを促進する：業界の専門家やリーダーとの対話を促進し、組
織の成功と従業員の満足度を向上させる感情的知性の重要性について議論します。

7月17日（木）14:00-15:30
INTEX大阪 ６号館５F ホールG

Chair/Moderator Organizer
Wayne Arondous
CEO
Manufacturing Safety Alliance of BC

Steve Conway
Director of Mental Health and Wellness
Manufacturing Safety Alliance of BC

Ehsan Etezad
PhD Candidate Applied Organizational Psychology, CEO
MEUS Science Corp

Michael Simone
CEO
Puratos

Leading Safety: The Impact of Emotionally Intelligent Leadership on Workplace Wellbeing
安全のリーダーシップ：職場のウェルビーイングに対する感情的知性のリーダーシップの影響



概要
  強固なハイリスク管理文化の構築は、組織の成功と従業員のウェルビーイングにとって極めて重要です。こ
のプレゼンテーションでは、リスクを積極的に探求する職場環境を育むための実践的な戦略と、それを損なう
可能性のある落とし穴を明らかにします。
プレゼンテーションの前半では、強固なリスク管理文化を築くための4つの基盤要素に焦点を当てます：共
有されたビジョン、目に見えるリーダーシップ、従業員の関与、学習と透明性。これらの戦略は、実際の事例
と実践的な洞察を通じて検証され、どのように実装すれば積極的で回復力のある安全文化を築けるかを示
します。
  後半では、安全文化が意図せず破壊される3つの一般的かつ見落とされがちな要因を取り上げます：方
針の不一致、一貫性の欠如、信頼の喪失、適応の失敗。これらの破壊的要素を理解することで、組織は
それらを回避し、リスク管理文化を持続させるための積極的な対策を講じることができます。
  このセッションは、プレゼンテーション、意見交換、学びを組み合わせたものであり、マネージャー、安全専門
家、組織リーダーが、ビジネスニーズに適応・統合された効果的かつ効率的なハイリスク管理文化を構築・維
持し、従業員を重大な事故から守るための知識とツールを身につけることを目的としています。

7月17日（木）15:00-16:30
INTEX大阪 ６号館５F ホールG

5 ways to build a High-Risk management culture and 4 ways to destroy it
   ハイリスク管理文化を構築する5つの方法と破壊する4つの方法

Chair/Moderator Organizer
Malcolm Staves
Global Vice President Health & Safety
L'Oréal

Corrie Pitzer
CEO
SafeMap International Inc.

Ganem Chekili
Vice President EHS
Hitachi Energy

Ace Tiston
EHS&Security Director
L’Oréal R&I

Mousa Yassin
CEO
Pixaera



概要
人材の価値と職場における健康と安全は、持続可能性の重要な領域です。労

働者の安全と健康が持続可能性と持続可能な成長の基本的な構成要素である
ことを学び、国連の持続可能な開発目標3「良好な健康とウェルビーイング」と目標
8「働きがいも経済成長も」に沿ったものです。これにより、組織に価値が生まれ、意
思決定に影響を与えます。
  これらの専門家は、組織が持続可能性を活用して職場の安全と健康を向上させ
る方法について、実際の貴重な洞察を提供します。
  このセッションでは、参加者が職場の健康と安全の真の価値についてのアイデア、
ベストプラクティス、学びの交換に参加するワークショップが含まれます。

7月17日（木）16：30-18:00
INTEX大阪 ６号館５F ホールG

Chair/Moderator Organizer
Kathy Seabrook
CEO
Global Solutions, Inc

Stuart Hughes
Immediate Past President 
IOSH/Head of Health & Safety
Mercedez-AMG Petronas 
Formula One Team

Andresa Hernandes
Vice President Safety at 
Siemens AG
SIEMENS

Kazuyuki Igeta
EHS & Security Manager
L'Oréal

People Sustainability: The Value of Health and Safety at Work
人材の持続可能性：職場における健康と安全の価値



概要
   コンピュータの性能、相互接続性、機械学習の急速な発展により、
職場の安全性を向上させるためにAI、デジタル化、技術を応用する新
しい窓が開かれました。このセッションでは、安全性を向上させるための
革新を適用した成功事例をいくつか共有します。
• デジタルツイン技術を使用して、IoTセンサーを通じて現場データと

記録を収集・統合する集中管理プラットフォーム。AIと顔認識を適
用して現場/機械アクセス管理を行います。AIカメラが積極的な安
全監視を行い、労働者が定義された危険ゾーンに侵入した場合や
意識を失った場合に警告を発し、早期警告や救助を可能にします。

• GPS、ジャストインタイム技術、および360度移動するようにプログ
ラムされた「トランスポーター」を適用して、既存の高速道路上に架
け橋モジュールを安全かつ効率的に自動組み立てするための自走
式モジュラートランスポーター。

• 政府全体のIoTネットワークが、プラント設備、センサー、モニター間
の接続を可能にし、予防保守のニーズを予測します。スマートオー
バーヘッドレールサービスロボットは、プラント内で重い物体を自動移
動させ（例：病院やホテルの洗濯物）、早期修理のための異常
を特定します。

• ロボティクスと遠隔操作技術を使用して排水路の浚渫作業を行い、
労働者が入る必要性とリスクを減らします。

• さまざまな検査、修理、建設プロセスにロボットとドローンを使用し、
関連するリスクを効果的に軽減します。

• 生成AIが移民労働者向けの多言語安全ブリーフィングを可能にし
ます。 

7月18日（金）13:45-15:30
INTEX大阪 ６号館B GISHWメインステージ

Successful Cases of AI and technology applications to improve Safety for Construction and Engineering Works
建設およびエンジニアリング作業の安全性向上のためのAIと技術の応用の成功事例

13:45 - 13:49  Opening
Ada Fung

13:49 - 14:11 Smart Site Safety System (4S) - Using AI, IoT, BIM, 
Digital Twin, etc for a Centralised Management Platform and AI 
Safety Monitoring System
Beyond Surveillance: AI-Driven Solutions for Proactive Workplace 
Safety

Ted Suen MH
President
Lenovo PCCW Solutions

Digital Applications in Construction Safety: A Contractor's 
Perspective

Freddy C. K. Lee
Chief Executive Officer
SOCAM Development Limited

Shaping the Future of Workplace Safety with Gen-AI and Digital 
Twin Technology

Terence Lui
Chief Executive Officer
Varadise Limited

14:11 - 14:33  (2) Innovations and Technology in Public Works –
e.g. Self-Propelled Modular Transporter, Government-Wide IoT 
Network, River Ranger
Championing Innovation Technology for Construction Safety

Kwan Shun Hang
Assistant Director (Technical)
Civil Engineering and Development Department, 
HKSAR

Chair/Moderator Organizer
Ada Fung
Chairlady, Construction Safety Steering Committee
Hong Kong Occupational Safety and Health Council (OSHC)

Innovation in Safety - Smart Site Safety with Digital Twin

Eric C. L. Lee
Assistant Director
Electrical and Mechanical Services Department, 
HKSAR

Innovative Robotics Technologies for Enhancing Safety in Drainage

Yip Tat Ming
Assistant Director/Projects & Development
Drainage Services Department, HKSAR

14:33 - 14:55  (3) Lightning talks
Towngas Innovation: All-round Robotics and Technology for 
Preventive Maintenance and Repair

Fung Siu Hang, Patrick
General Manager – Group Safety and Environmental 
Management
The Hong Kong and China Gas Co., Ltd.

Enhancing Safety & Health through Innovative Technology 
Applications

Ray W.H. Wu
Chief Mechanical Engineer, Projects Division
The Hong Kong Electric Co., Ltd.

Elevating Safety Standards: AI Robotics for Risk Mitigation

Antonio Cheung
Chief Executive Officer
SquareDog Robotics Limited

14:55 - 15:00  Closing
Ada Fung



7月18日（金）15:00-16:00
INTEX大阪 ６号館B GISHWメインステージ

Predictive Digital Solutions: From AI and Big data to virtual engineering
   予測型デジタルソリューション：AIとビッグデータから仮想エンジニアリングまで

Chair/Moderator Organizer
Kelly Nicoll
President
Institution of Occupational Safety and Health (IOSH)

Cam Stevens
CEO Work Design & Safety Transformation Coach
Pocketknife Group

James Pomeroy
Director, Global Health and Safety Leader
ARUP

Mona Mustafa
Program Director MSc HRM, Associate Professor
University of Birmingham Dubai

概要
  製造や生産が急速に進化する時代において、「現場」での効率性、安全性、革新性を高める
ためには、予測型デジタルソリューションの導入が不可欠となっています。これらの技術を活用して
設備の故障を予測し、ワークフローを最適化し、生産性全体を向上させる方法を検討することが
重要ですが、それ以上に、安全な作業環境を確保することが求められています。

  このセッションでは、予測分析や仮想シミュレーションの実際の導入事例を取り上げ、これらの先
進的なソリューションを採用した組織が得た具体的なメリットを紹介します。また、技術の責任あ
る導入の重要性に焦点を当て、倫理的配慮、データセキュリティ、そしてこれらの複雑なシステム
を管理するための熟練した人材の必要性についても議論します。

  このセッションの目的は、労働者の安全、権利、スキル開発の促進を優先するシステムの一環
として、労働者の協議と参加を通じて、人間中心で持続可能な技術導入を支える企業文化と
構造に沿った、安全で堅牢な戦略と実践を探ることです。



概要
デジタル化は、予防戦略を強化し、リスクを軽減し、全体的な健康とウェルビーイ

ングを促進することで、労働安全衛生（OSH）を革新しています。このセッションで
は、職場の安全の未来を形作る最新のトレンドと技術革新を探ります。

  このセッションを通して、スマート個人用保護具（PPE）、ウェアラブル機器、セン
サー、ドローン、そしてAIを活用したOSH管理ツールなど、リスク管理を変革し、従
業員の健康を向上させる最先端の技術についての知見を得ることができます。

  このような先駆的な技術を紹介することで、デジタルツールがどのようにして動的で
高リスクな環境における安全へのアプローチを変革し、より健康的で効率的な職場
を実現しているかを明らかにします。

7月18日（金）16:00-17:00
INTEX大阪  ６号館B GISHWメインステージ

Chair/Moderator Organizer
Christian Felten
Managing Director
Federal Association for Occupational safety and Health (BASI)

The Future of AI and Immersive Learning in Safety [Live Interactive Session
Mousa Yassin
CEO
Pixaera

Vision Zero, AI and the future of prevention at work – Key Insights from Germany and beyond
Sven Timm
Director of Central Prevention Division
German Social Accident Insurance Institution of the Health and Welfare 
Services (DGUV)

Changing Human Work by innovative Digital Ergonomics Tools
Urs Schneider
Fraunhofer Institute for Manufacturing Engineering and Automation (IPA)

Digitalisation for Prevention – From Vision to Reality
予防のためのデジタル化 ― ビジョンから現実へ



7月18日（金）14:00-15:30
INTEX大阪 ６号館５F ホールG

Impact of Climate Change on the Safety and Health of Workers
 気候変動が労働者の安全と健康に与える影響

Chair/Moderator Organizer
Ockert Dupper
Global Programme Manager, Vision Zero 
Fund, ILO
International Labour Organization (ILO)

概要
  気候変動は、労働安全衛生（OSH）に対して多面的な課題をもたらしています。気候変動に関連する労働
者の健康への影響は数多く報告されていますが、特に深刻なのは気温の上昇です。気温の上昇により、熱関連の
病気やけがのリスクが高まり、熱ストレスの頻度、期間、強度が増加しています。長期間にわたる厳しい暑さや太陽
紫外線への曝露は、身体的だけでなく精神的にも労働者の健康に影響を与えます。これにより、労働時間や生産
性が減少し、労働者やその家族、地域社会の経済的・社会的ウェルビーイングにも影響を及ぼします。

  多くの労働者が高温曝露や極端な気象現象の影響を受けることになりますが、特に屋外労働者が最も大きな
影響を受けると考えられます。これには、長時間にわたり高い労力で屋外作業を行う農業労働者が含まれます。こ
れらの労働者は、温室内での作業など、屋内でも高温多湿の環境で働くことが増えており、女性労働者が多く従
事しています。すべての労働者にとって安全で健康的な環境を確保するためには、OSH政策と国際労働機関
（ILO）の国内外での取り組みが、公正な移行の重要な要素となります。

目的：
• 気候変動、労働安全衛生（OSH）、および効果的な適応戦略の交差点についての有意義な議論を促進

する。
• メキシコにおける取り組みに焦点を当てながら、農業労働者の健康と安全を向上させるILOおよびVision 

Zero Fundの活動を紹介する。
• 公正な移行を促進し、持続可能な開発を実現する上でのOSHの重要な役割を強調する。
内容：
このセッションでは、気候変動の文脈において安全で健康的な労働環境を維持することの重要性について、包括
的な概要を提供します。政府、雇用者、労働者の代表が、気候変動の予防および適応戦略に関連する課題と
機会について議論します。また、Vision Zero Fundがこの新たな優先分野で行っている取り組みの事例も紹介さ
れます。



概要
  現代経済はグローバル化と国境を越えた貿易によって特徴づけられており、消費
者に商品やサービスを届けるために必要な活動を組織する高度に洗練されたグ
ローバルサプライチェーンが存在します。現在、グローバルサプライチェーンにおける主
な課題の一つは、労働安全衛生とウェルビーイング（OSHW）の向上にサプライ
チェーンを活用することです。なぜなら、基本的人権や労働安全衛生の侵害がしば
しば問題視されているからです。

  このような背景から、グローバルサプライチェーン全体でのOSHWの改善の必要性
は広く認識されていますが、それをどのように実現するかが問われています。

  このセッションでは、さまざまな側面とベストプラクティスの事例を紹介します。普遍
的なVISION ZERO戦略、デューデリジェンス義務、そして最新の技術進歩が、サ
プライチェーンにおけるOSHWの推進力となります。この包括的なアプローチこそが、
持続可能なサプライチェーンを構築する鍵となります。

7月18日（金）15:30-17:00
INTEX大阪 ６号館５F ホールG

Chair/Moderator Organizer
Sigrid Roth
Secretary General
ISSA - Section for Prevention in Trade, Goods Logistics and Port Handling

15:35 - 15:55  VISION ZERO in Trade and Goods Logistics, and Port Handling 
along Global Supply Chains

Klaus Schaefer
Technical Secretary
ISSA - Section for Prevention in Trade, Goods Logistics and Port Handling

Udo Schöpf
Senior Vice President
ISSA - Section for Prevention in Trade, Goods Logistics and Port Handling

15:55 - 16:10  Occupational Safety in Retail: Sustainable - Innovative – Practical
Roland Kraemer
Chairman of the Board - Employer Representative
Berufsgenossenschaft Handel und Warenlogistik (BGHW)

16:10 - 16:25  Connecting the Dots – OSHW in Transportation along Global Supply Chains
Nadja Schilling
Secretary General
ISSA - Section for Prevention in Transportation

16:25 - 16:40  WSH Advocate
Abu Bakar Bin Mohd Nor
Chairman
WSH Council

16:40 - 16:55  Safety and Continuous Improvement in the Global Supply Chain
Carina Hjørngaard Hjorth
Global Head of Health, Safety, Environment & S&R Transformation
MAERSK

16:55 - 17:00  Closing remarks

VISION ZERO Approach for Global Supply Chains
 グローバルサプライチェーンにおけるVISION ZEROアプローチ



概要
  今日の競争の激しい環境において、企業は利益だけでなく、事業の社会的持続
可能性にも重点を置くことが不可欠です。このセッションでは、企業レベルでの安全、
健康、ウェルビーイングの管理に関する包括的なアプローチを探り、組織と従業員、
その家族や地域社会にとっての長期的な利益を強調します。

  専門家によるプレゼンテーションを通じて、「Vision Zero」「Total Worker 
Health®」「One Life: Work & Home」などの枠組みやアプローチを紹介しま
す。これらは法令遵守を超えて、安全とウェルビーイングの相互依存的な文化を育
む戦略であり、身体的・社会的・精神的健康の取り組みを統合し、労働者が職場
でも家庭でも活躍できるようにすることを目指しています。

  また、社会的責任を果たす企業において、優秀な人材を惹きつけ、支援し、定
着させることの重要性についても議論されます。現代のビジネス環境において、ウェ
ルビーイングへの注力が差別化要因となることが強調されます。

7月18日（金）17:00-18:00
INTEX大阪 ６号館５F ホールG

Chair/Moderator Organizer
Nancy Wilk
President
International Occupational Hygiene Association (IOHA)

17:00 - 17:15
Guillaume Lachapelle
Chief Oral Examiner
Canadian Registration Board of Occupational Hygienists

17:15 - 17:30
Stephanie Lynch
President
International Society for Respiratory Protection (ISRP)

17:30 - 17:45
Emanuele Cauda
Director - Center for Direct Reading and Sensors Technology
National Institute for Occupational Safety and Health (NIOSH)

17:45 - 18:00
Amir Wolfe
Vice Chair – Advocacy & Standards
Council for Accreditation in Occupational Hearing Conservation (CAOHC)

Advancing Social Sustainability through Occupational Hygiene
労働衛生を通じた社会的持続可能性の推進



概要
  地球温暖化の影響により、世界中の労働者が熱ストレスの危険にさらされ
ています。このセッションでは、システム全体でのモニタリングと介入の選択肢を
共有し、熱中症予防に最適なPPE（個人用保護具）の選び方についても
紹介します。

心血管疾患（CCVD）や筋骨格系疾患（MSD）は、世界中の労働者が
直面する主要な健康問題です。このセッションでは、以下のような最新のソ
リューションも紹介されます：

• ARIA（自動網膜画像解析）システム：AIと機械学習を活用し、脳卒
中や糖尿病などのリスクを迅速かつ簡便に評価する非侵襲的なツール。

• 3Dモーション認識システム：どこでも運動できるインタラクティブなトレーニン
グを実現。

• 電子センサー：材料の微小変形を測定し、トルクベクトルを計算して、重
い荷物を運ぶ台車をAIでスムーズに制御。

• 隊列走行技術を搭載したロボット：倉庫作業者の負担を軽減（押す・
引く作業不要）。

• 軽量（2kg未満）のアクティブソフト外骨格スーツ：空気圧アクチュエー
ターを用いた柔軟な動きと中小企業でも導入可能な価格。

• 熟練ドローン操作：AIを活用して建物の外壁の水漏れやひび割れを効
率的かつ持続可能に検出。

7月19日（土）10:00-11:00
INTEX大阪 ６号館B GISHWメインステージ

Digital (incl AI) & tech solutions to Promote Health and Wellbeing at work
職場の健康とウェルビーイングを促進するデジタル（AI含む）および技術ソリューション

Chair/Moderator Organizer
Cindy Chow
Chairlady, OSH Innovation and Information Technology 
Committee, OSHC

10:00 - 10:15 (1) Applying AI, Cloud Computing and Machine Learning for Non-intrusive Health Checks                     
through ARIA

Benny Zee Chung Ying
Chief Executive Officer
Health View Bioanalytic Limited

10:15 - 10:30 (2) Power-assist Trolley and Follow-me Robots for Improving Logistics Efficiency
Simon Wong
Chief Executive Officer
Logistics and Supply Chain MultiTech R&D, Ltd.

10:30 - 11:00 (3) Lightning talks
A People-Centered Approach to Create Happier and Healthier Workplaces
Richard Hall
Managing Director
Citybus Ltd.

Lower Back Exosuit: Lightweight and Affordable as Clothing
Kelvin Ho-Lam Heung
Research Assistant Professor
Hong Kong Polytechnic University

AI-driven Predictive Maintenance: Enhancing Workplace Safety 
and Employee Well-being in Smart Buildings
Harris Sun
Chief Executive Officer
RaSpect
Evolving Science-based Process to Find the Optimal Heat-stress Prevention Solution
Ray Tsui
Senior Consultant
Occupational Safety and Health Council (OSHC)



概要
   このセッションでは、意義ある仕事がメンタルヘルスとウェルビーイングに与える影響について、理
論的および実践的な観点から探ります。まず、「意義ある仕事」という概念を紹介し、法的最低
基準を超えた労働の尊厳や社会的つながりといった心理社会的要素に焦点を当てます。
   理論的な視点では、仕事が個人とその環境との深い結びつきを育み、帰属意識、アイデン
ティティ、社会的結束感に貢献する方法を明らかにします。
   次に、理想的な職場環境と現実とのギャップに焦点を当て、安全性は確保されていても心理
社会的ニーズが見過ごされがちであることが、ストレスや燃え尽き症候群につながる現状を検討
します。
   パネルディスカッションでは、従業員の期待と実際の経験とのギャップに対処し、エンゲージメン
トや心理的安全性を高めるなど、意義ある仕事を創出するための実践的な戦略を議論します。
   最後に、参加者がより共感的な職場環境を実現するための具体的な行動指針を持ち帰る
ことができるように締めくくられます。

7月19日（土）11:00-12:00
INTEX大阪 ６号館B GISHWメインステージ

Mental health and well-being - the impact of meaningful work
メンタルヘルスとウェルビーイング ― 意義ある仕事の影響

Chair/Moderator Organizer
Kelly Nicoll
President
Institution of Occupational Safety and Health (IOSH)

Hartmut Rosa
Professor
Friedrich Schiller University Jena

Pernille Thau
Vice President of Global Services & International Vision Zero Consultancy
Human House

Stine Moesmand
Organisational Psychologist & Head of Department
Human House

Christopher Davis
Thought Leadership Manager
Institution of Occupational Safety and Health (IOSH)



概要

7月19日（土）14:00-16:00
INTEX大阪 ６号館B GISHWメインステージ

Chair/Moderator Organizer

NCOSH

coming soon



概要
   労働者の安全と健康を確保することは、労働の本質的な要素です。Vision Zeroは、職場
での事故防止と健康促進活動の基盤として、いくつかの重要な原則に基づいて確立されました。
その中には、「人間はミスをする」という認識も含まれています。それでもなお、Vision Zeroは「ミ
スによって命が失われてはならない」、そして「職場復帰が妨げられてはならない」と強調していま
す（Ehnes, Vision Zero - The Global Prevention Strategy for Life, ISSA 
2019）。
   したがって、医療提供者や社会保障制度が、円滑な治療、障害管理、リハビリテーションを
可能にすることが重要です。治療とリハビリの流れは自然に起こるものではなく、積極的かつ計画
的な障害管理プロセスが必要です。
   このセッションでは、職場での負傷後に望ましくない結果を回避するための体系的な障害管
理の重要性に焦点を当てます。講演者たちは、職場復帰プログラム、障害管理、負傷労働者
のリハビリテーションの管理と強化に関する経験を共有します。

7月19日（土）10:00-11:00
INTEX大阪 ６号館５F ホールG

Managing disablement and rehabilitation for the injured workers
障害管理と負傷労働者のリハビリテーションの管理

Chair/Moderator Organizer
Azlan Darus
Head of Medical, Prevention and Rehabilitation
Perkeso

Systems and outreach for case management, early intervention and work injury prevention in 
Malaysia.

Azlan Darus
Head of Medical, Prevention and Rehabilitation
Perkeso

Development of case management into social security services in Indonesia
Intensive, Advanced Rehabilitation for injured workers

Hafez Hussein
Director, Rehabilitation Centres
Perkeso

Technological advances for work injury rehabilitation
Yoshiyuki Sankai
President and CEO
Cyberdyne Inc.



概要
   このセッションでは、世界中の職場の安全基準を変革しつつある、最新の労働安全
衛生（OSH）技術の進展を探ります。

   産業が進化する中で、ウェアラブルデバイス、AIによるモニタリング、IoTの統合など
の新しいツールやシステムが、事故の予防、危険の検出強化、安全な作業環境の支
援に役立っています。

   このセッションでは、OSHの実践を再構築する最先端のイノベーションに焦点を当て、
将来の職場が生産性と従業員のウェルビーイングの両方を優先することを保証する方
法を紹介します。

7月19日（土）11:00-12:00
INTEX大阪 ６号館５F ホールG

Safe Future: Emerging OSH Technologies
安全な未来：新興の労働安全衛生（OSH）技術

Chair/Moderator Organizer
Helmuth Obilcnik *
CEO and Owner
BIT Consulting

Pablo Yañez
Health and Safety Global Director
Acciona

Pablo Rodriguez Nieto
Vice President
International ORP Foundation (FiORP)

Ram Maikala
Program Technical Consultant, National Safety Council Ex-Technical Standards Division 
Chair
Human Factors and Ergonomics Society of USA (HFES)

Oscar García
Principal Consultant, Bosch Software and Digital Solutions
Bosch Group

Fabia Silva
Technologis - Entrepreneur - Business Advisor - CEO at Dronak
Dronak Robotics



14:00 - 14:05  Opening
Andrea Weimar
Secretary General
ISSA - Section Machine and 
System Safety

Jennifer Papantuono
Adviser for International 
Relations
ISSA - Section for 
Electricity, Gas and 
Water/BG ETEM

14:05 - 14:25  Enhanced 
Workplace Safety with Smart 
Manufacturing

Otto Görnemann
Manager Machine Safety 
Standards & Regulations
SICK AG

14:25 - 14:45  Navigating Safety in 
the Digital Age: Immersive Solutions 
for a Safer Future

Lisa McGuire
ICD.D, CRSP, CEO
GalaxyEDGE Safety Inc.

Chair/Moderator Organizer
Andrea Weimar
Secretary General
ISSA - Section Machine and System Safety

Jennifer Papantuono
Adviser for International Relations
ISSA - Section for Electricity, Gas and 
Water/BG ETEM

14:45 - 15:05  Industrial security –
have you ever been harmed by a 
hacker attack?

Jonas Stein
Head of the Industrial 
Security Testing Laboratory
Instituts für Arbeitsschutz
(IFA)

15:05 - 15:25  Roundtable 
moderated by Lisa McGuire

Lisa McGuire
ICD.D, CRSP, CEO
GalaxyEDGE Safety Inc.
Otto Görnemann
Manager Machine Safety 
Standards & Regulations
SICK AG
Jonas Stein
Head of the Industrial 
Security Testing Laboratory
Instituts für Arbeitsschutz
(IFA)

15:25 - 15:30  Closing

概要
急速なデジタル化は、労働安全衛生（OSH）とセキュリティの在り方を大きく変えつつあり、革新的な機会と前例のない課

題の両方をもたらしています。産業が自動化、接続性、没入型技術を取り入れる中で、安全でレジリエントな職場を実現する
ためには、進化するリスクとベストプラクティスを理解することが不可欠です。
デジタルツールの導入は、労働者の安全性とウェルビーイングを向上させ、柔軟で包括的な職場環境を促進する可能性を秘

めています。インテリジェントな安全技術、AI駆動のアバター、人間と機械のインターフェースなどの革新的なソリューションは、訓
練、リスク評価、危険防止の方法を再定義しています。AR（拡張現実）、VR（仮想現実）、XR（複合現実）といった没
入型技術は、安全訓練を革新し、労働者が高リスクな状況をシミュレーション環境で体験できるようにしています。これにより、
現実のリスクが顕在化する前に、組織がそれを特定・軽減することが可能になります。
しかし、こうした進歩と同時に新たな課題も生じています。デジタル化は業務の過重化、画面への過剰な曝露、職場での社

会的交流の変化を加速させています。さらに、産業がより相互接続されるにつれ、サイバーセキュリティの脅威が運用上の安全
性に対するリスクを高めています。産業システムは今やサイバー攻撃の主要な標的となっており、金銭的損失、情報漏洩、さら
には労働者への身体的被害の可能性もあります。こうした脆弱性を理解し対処することは、デジタル安全インフラの健全性を確
保する上で極めて重要です。
このセッションでは、デジタル変革と職場の安全の交差点を探り、企業がテクノロジーを活用しながらリスクを管理する方法につ

いての洞察を提供します。参加者は、デジタル安全ツールの実例から実践的な知識を得るとともに、模擬工場へのサイバー攻
撃のライブデモを目撃し、デジタル革新時代における職場の安全の未来について議論します。最後には、専門家と参加者によ
るラウンドテーブルが行われ、デジタル技術を安全戦略に統合しつつ、新たな脅威を軽減するための協働的な解決策を模索し
ます。  

デジタル時代における安全の未来についての魅力的な対談にぜひご参加ください。テクノロジーが、より安全で、賢く、そして強
靭な職場をどのように形作っているのかを発見しましょう。

7月19日（土）14:00-15:30
INTEX大阪 ６号館５F ホールG

Navigating Workplace Safety in the Digital Age
デジタル時代における職場の安全管理



概要
   急速な技術革新、気候変動、産業の変化が進む現代において、労働者
は健康・安全・ウェルビーイングに影響を及ぼす不確実な未来に直面していま
す。これらの課題と、それに伴う機会に対応するには、職場の安全と文化に対
する変革的なアプローチが求められます。
   このセッションでは、職場での事故・傷害・死亡をゼロにすることを目指す
「Vision Zero」フレームワークが、あらゆる業種にどのように効果的に適用でき
るかを探ります。Vision Zeroの柔軟性が、従来の安全対策を超えて、企業
全体の意識、プロセス、成果にどのように影響を与えるかを学びます。
   実例やケーススタディを通じて、Vision Zeroが単なる安全施策ではなく、
文化的変革を促進し、リーダーシップのコミットメントを育み、新たなリスクと機
会に対応するための戦略的ツールであることを紹介します。
   また、Vision Zeroの原則をトレーニング、教育、日常業務に統合すること
で、持続可能で安全意識の高いマインドセットが形成され、企業の短期的・
長期的な成功につながることも紹介されます。

Vision Zero（ビジョン・ゼロ）の包括的なアプローチが、企業の安全への
取り組み方をどのように変革し、意思決定プロセスを改善し、最終的には世界
中の労働者と組織の双方にとってより良い成果をもたらすのかを発見してくださ
い。

7月19日（土）15:30-17:00
INTEX大阪 ６号館５F ホールG

Changing Attitudes to OSH training: Vision Zero for a Changing World
 OSHトレーニングへの意識改革：変化する世界のためのVision Zero

Chair/Moderator Organizer
Alison van Keulen
Strategic Relationships Business Manager
Institution of Occupational Safety and Health (IOSH)

Nadja Schilling
Secretary General
ISSA - Section for Prevention in Transportation

15:30 - 15:35  Opening
Alison van Keulen
Strategic Relationships Business Manager
Institution of Occupational Safety and Health (IOSH)
Nadja Schilling
Secretary General
ISSA - Section for Prevention in Transportation

15:35 - 15:50  New methodological approaches and skills for contemporary OSH training
Silvester Siegmann
Professor
Heinrich Heine University

15:50 - 16:05  Towards a higher prevention level with the Vision Zero Mindset
Lars Tornvig
Director
Human House

16:05 - 16:20  Vision Zero in Action: Driving Lasting Change in transportation
Nadja Schilling
Secretary General
ISSA - Section for Prevention in Transportation

16:20 - 16:35  Changing attitudes to OSH training - Quality of OSH Training
Anar Malikov
TCSgl

16:35 - 16:55  Questions & Answers

16:55 - 17:00  Closing



概要
   世界中の人々が、自分自身と家族のためにより良い生活を求めています。現
代のテクノロジーはその実現に新たな可能性をもたらしますが、グローバル経済と
生活水準の向上は、農業または鉱業から始まる持続可能なサプライチェーンに
依存しています。

   そのため、世界中の鉱業は、人間と自然に対する責任を果たす必要がありま
す。つまり、安全、健康、ウェルビーイング、そして自然への持続可能な配慮は、
鉱山や天然資源の採掘現場から始まるべきです。しかし、現実には、先進的な
多国籍鉱業企業が良い模範を示している一方で、多くの地域では人権侵害や
環境災害が続き、鉱業における死亡率や重病率は他産業と比べて依然として
高い状況です。

   この状況を改善し、責任と配慮の新たなマインドセットを促進するために、
Vision Zero戦略とその「7つの黄金ルール」は、まず鉱業分野向けに開発され、
現在ではすべての産業におけるコンプライアンスを超えた新たな予防文化戦略と
して広がっています。

   このセッションでは、鉱業のさまざまな作業現場で新しい予防文化を実践する
ための模範的なソリューションを紹介し、リーダーシップの変革と持続可能な配慮
を通じて、鉱山労働者の命と健康を守る方法を探ります。

7月19日（土）10:00-11:00
INTEX大阪 ６号館５F ホールH

Hardrock requires Strong Culture: ESG and Sustainability begin in Mining
   “ハードロック”には強い文化が必要：ESGと持続可能性は鉱業から始まる

Chair/Moderator Organizer
Roberto Hermosilla
Corporate Occupational Health and Safety Manager
Progreso

Helmut Ehnes
President
ISSA - Mining Section

From Leadership to Critical Controls - The Khumbul’ekhaya Approach for the South African Mining Industry
Leigh McMaster
Senior Adviser
Minerals Council of South Africa

Success Stories from Central America – Visible and responsible Leadership in Cement and Lime Industry
Roberto Hermosilla
Corporate Occupational Health and Safety Manager
Progreso

The Evolution in Prevention Culture in South-East Asia
Thi Hoai Nga Nguyen
Professor Doctor
Hanoi University of Mining and Geology

Technology supports Culture – Opportunities and Experiences from the Chilean Mining Industry
Cristian Moraga
CEO
Woken



概要
   医療従事者は、病院や介護施設で患者のケアに尽力する、私たちの医療シ
ステムの要です。専門的なケアへの需要が高まり、医療の現場がますます複雑
になる中で、彼らは重大な課題に直面しています。
   さらに、日本や欧州連合のいくつかの国々を含む多くの地域では、医療従事
者の不足が深刻な問題となっています。高齢化とケアニーズの増加により、医療
人材への需要が一層高まっているのです。
   こうした現状は、医療従事者が感染症、筋骨格系の障害、そして高いメンタ
ルストレスといった重大なリスクに日常的にさらされているという事実を、さらに悪
化させています。医療従事者への負担は増す一方であり、彼らの安全と健康を
守るために、より安全で健康的な職場環境を整えることが不可欠です。
   このセッションでは、ISSA（国際社会保障協会）の医療サービスにおける職
業リスク部門が主導し、医療現場におけるストレス要因を明らかにし、予防戦略
をどのように調整すべきかについて、実践的なヒントを提供します。

Applying Vision Zero to Occupational Safety in Healthcare: How to Reduce Infection Risks,  
Musculoskeletal Strains and Mental Stress?
医療分野におけるVision Zeroの適用：感染リスク、筋骨格系の負担、メンタルストレスをどう減らすか？

Chair/Moderator Organizer
Björn Kähler
Secretary General
ISSA - Section for Prevention of Occupational Risks in Health 
Services

Niels Hinricher
Assistant Professor at the Center for Ergonomics in Medical Technology
FH Münster University of Applied Sciences

Claus Backhaus
Head of the Center for Ergonomics in Medical Technology
FH Münster University of Applied Sciences

Miriam Stuckert
Advisor for international and socio-political collaboration
German Social Accident Insurance Institution of the Health and Welfare Services (DGUV)

7月19日（土）11:00-12:00
INTEX大阪 ６号館５F ホールH



概要
急速に進化するデジタル技術は、労働安全衛生（OSH）のあり方を大きく変えつ

つあり、職場のリスクを予測・予防・管理するための新たな可能性を切り拓いています。
本セッションでは、6人の国際的な専門家が登壇し、以下のような方法でAI主導の分
析、国家レベルのビッグデータプラットフォーム、スマートセンシング技術を活用できることを
紹介します：

•高リスク業種や小規模事業所における重大・致命的な事故を、業種特化型AIモデル
で予測する
•クラウドベースの包括的なOSHデータ基盤を構築し、リアルタイムの危険予測やエビデ
ンスに基づく政策立案を可能にする
•デジタル化の加速によって生じる倫理的・規制的・人的課題を、特に脆弱な労働者層
に焦点を当てて批判的に検討する
•メンタルヘルスや心理社会的リスクの早期スクリーニングと支援にデジタルツールを活用
し、より包摂的でレジリエントな職場づくりを促進する

具体的な事例研究、実証データ、政策的視点を共有することで、本セッションは、デ
ジタルイノベーションを国家レベルおよび企業レベルのOSH戦略に統合しつつ、労働者の
健康とウェルビーイングを守るための実践的な知見を提供することを目的としています。
 

7月19日（土）14:00-15:30
INTEX大阪 ６号館５F ホールH

Prediction and Prevention: How Digital Technology is Reshaping the OSH Paradigm
   予測と予防：デジタル技術が労働安全衛生（OSH）のパラダイムをどう変えるか

Chair/Moderator Organizer
Seong-Kyu Kang
President
International Commission on Occupational Health (ICOH)

Diana Gagliardi
Secretary General
International Commission on Occupational Health (ICOH)

Chang-hun Lee
Manager of OSH Big Data Department
Korea Occupational Safety and Health Agency (KOSHA)

Jin-ha Yoon
Prof. of the Department of Preventive Medicine
Yonsei University

Mahinda Seneviratne
State Inspector, Hygiene & Toxicology Team
SafeWork NSW

Quentin Durand-Moreau
Department of Medicine - Division of Preventive Medicine
University of Alberta

Ro-Ting Lin
Co-Chair, Scientific Committee on Work Organization and Psychosocial Factors
International Commission on Occupational Health (ICOH)

Sameer Chaudhary
Co-Chair, Scientific Committee on Work Organization and Psychosocial Factors
International Commission on Occupational Health (ICOH)



概要
建設業における予防安全部会は1968年に

設立され、ISSAがコーディネートする14の国
際予防安全部会のひとつです。
私たちの目標は、国際的なネットワークと情

報交換を通じて、世界中の建設現場における
安全と健康の保護を向上させることです。
このセッションでは、建設業界が革新的なソ

リューションとVision Zero戦略を活用すること
で、労働災害や職業病のない世界という目標
の達成において中心的な役割を果たしているこ
とを示します。

7月19日（土）10:00-12:00
INTEX大阪 ６号館B 会議室F

International Section of the ISSA for Prevention in the Construction Industry (ISSA Construction)
建設業界の予防安全のために設置されたISSAの国際部門（ISSA Construction）

10:00 - 10:10  Opening
Prof. Karl-Heinz Noetel
President, 
ISSA Construction Section

10:10 - 10:30  The Future of AI in the Construction Sector –
Building a global public-private ecosystem

Jacob Kort
CDO, BG Bau Germany

10:30 - 10:50  The importance of Occupational Safety for any 
CEO: Digital Best Practice, Examples from a German Construction 
Company. 

Andreas Mainka
Mainka Bau GmbH & Co. KG, CEO, Germany

10:50 - 11:10  Adapting Vision Zero to Emergency Situations: 
Lessons from Ukraine’s Emergency Response

Dr. Olha Bohdanova
Secretary General, ISSA Construction

Chair/Moderator Organizer
Mathias Neuser,
Chairman of the Executive Board of BG BAU 

Walter Sailer
Chairman of the Executive Board of BG BAU, Germany

11:10 - 11:30  Innovating with AI: Optimizing Social Security 
Systems and Construction Safety through Intelligent Technology

Benjamin Reiser
CEO, BG-Phoenics GmbH, Germany

11:30 - 11:50  Cranes - Easy to Hack, Hard to Stop. The Hidden 
Danger Behind Crane Remote Controls

Jonas Stein
Section Manager, Industrial Security, DGUV,  
Germany

11:50 - 12:00  IClosing
Mathias Neuser,
Chairman of the Executive Board of BG BAU 

Walter Sailer
Chairman of the Executive Board of BG BAU, 
Germany



概要
   メンタルヘルスは、企業と従業員の両方に大きな影響を与え、全体的な幸
福感、仕事のパフォーマンス、生産性に関わります。職場環境が悪いと、身体
的・精神的な健康問題、欠勤の増加、生産性の低下を招く可能性がありま
す。一方で、メンタルヘルスを重視し、精神疾患を抱える人々を支援する職
場では、欠勤の減少、生産性の向上、そして経済的なメリットが期待できま
す。したがって、企業がメンタルヘルスプログラムを強化し、安全・健康・ウェル
ビーイングを重視する文化を育むことには、人道的にも経済的にも強い理由
があります。

COVID-19パンデミックは、既存のメンタルヘルスの課題を深刻化させる一
方で、職場におけるメンタルウェルビーイングの重要性に対する認識を高めまし
た。この状況は、働き方の再設計、柔軟性の向上、メンタルヘルスとウェルビー
イングを支援するプログラムの導入を促す強い動機となっています。

   近年、ILO、WHO、ISSA、EU-OSHAなどの機関が、企業におけるメン
タルヘルスとウェルビーイングの管理に役立つガイドラインや実践的なツールを
提供するための主要な取り組みを開始しています。ISSAが開発した「Vision 
Zero ウェルビーイングガイド」が紹介されるとともに、著名な企業のSHE（安
全・健康・環境）マネージャーによる、メンタルヘルスとウェルビーイングの成功
事例も共有されます。

7月19日（土）14:00-15:30
INTEX大阪 ６号館2F 会議室F

Managing Mental Health and Well-being
メンタルヘルスとウェルビーイングの管理

Chair/Moderator Organizer
Stine Moesmand
Organisational Psychologist 
& Head of Department
Human House

14:00 - 14:05 Welcome and introduction
Stine Moesmand
Organisational Psychologist & Head of Department
Human House

14:05 - 14:20 The vision Zero mental wellbeing guide, and how to apply systematics of safety management 
in connection with wellbeing

Pernille Thau
Vice President of Global Services & International Vision Zero Consultancy
Human House

14:20 - 14:35 How Siemens works with mental wellbeing by strengthening the dialogue about psychosocial working 
environment and mental wellbeing via campaigns

Ralf Franke
Head of Global EHS / HSE
SIEMENS

14:35 - 14:50  What mental well-being does and how it contributes to be Best Place to Work in Japan
Thomas Heilskov-Hansen
Head of Health
Novo Nordisk

14:50 - 15:05 Enhancing mental wellbeing at the workplace via train-the-trainer workshops and tool box 
training

Bonnie Yau
Executive Director
Occupational Safety and Health Council (OSHC)

15:25 - 15:30 Conclusion and closing
Stine Moesmand
Organisational Psychologist & Head of Department
Human House



概要
  労働力が進化し続ける中で、労働安全衛生の分野とそのリーダーシップもまた進化しなければ
なりません。世界全体で見ると、労働人口の約40％が女性であり、多くの国ではその割合が
50％に近づくか、すでに超えています。

   かつては男性が中心だったこの分野において、現在では女性がエンジニア、医師、監督官、
リーダーなど、あらゆるレベルで重要な役割を果たすようになっています。

   このパネルディスカッションでは、女性たちがどのように先駆者として活躍し、健康と安全に対す
るアプローチを再構築しているのか、そして現代のリーダーシップがこの成長をどのように促進・支援
できるのかを探ります。パネリストたちは、自身のリーダーやイノベーターとしての経験を共有し、業
界が進歩的な姿勢を取ることでどのような成果が得られるかについて議論します。

   また、雇用主が女性の声をどのように後押しし、包摂的な職場環境を促進できるかについても
考察されます。

7月19日（土）15:30-17:00
INTEX大阪 ６号館５F ホールH

Female Leadership and Representation in Health & Safety
 労働安全衛生分野における女性のリーダーシップと参画

Chair/Moderator Organizer
Sarah Albon
Chief Executive
Health and Safety Executive (HSE)

Richard Jeffers
Chief of Staff
Health and Safety Executive (HSE)

Nancy Wilk
President
International Occupational Hygiene Association (IOHA)

Jane Lassey
Director of Regulation
Health and Safety Executive (HSE)

Branka Zdrnja
Assistant to Vice President & Chief Loss Prevention Engineer
Aramco
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